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 結 語 
留置位置の修正が可能な新しい大動脈ステントーバルブを開発し、その留置実験を行っ
た。弁輪部への正確な留置は全例で成功し、人工弁の逆流防止能も良好であった。 
今後、臨床応用へ向かうには、人工弁の血栓形成に対する対策を講じる必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
